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ニホンザルにおけるオスとメスの特異的な空

間的近抜

○ 北村 光二 (京大 ･理)

高崎山AL'f･,B群の観察を通じて,それぞれの群れの

内部において,オスとメスとは王抑こランダムに寄り英ま

っているのではなく,特定のオスと特定のメスが特異的

に近接するようにIf-･在していることに注目して,この現

象を先巾的に記職したO

この祉公現象の記収において,対面的相互作用は1和

のコミュニケーションの過程として扱われた｡挙動を丑

示する個肘 ま情はの送り手であり,対面する他の個体は

その受け手である｡従って,1)これまで ある1つの祉

会現象として記述されてきた郡柄は,その相互作用に参

加しているそれぞれの個肘 ことっての状況として,それ

ぞれに氾収された｡2)紐解者の抱いた印象は,そのよ

うな†llI紬を受け取ったgi13省の反応として,個体の行動

の記収と;'lhtl''lLて記服され,.考察の手がかりとなった｡

このような札点を用いてなされた記弧からこの現象の

一般的特性が抽出された｡1)メスが特定のオスに一方

的に追随する｡2)あるオスに特異的に近接するメスは,

個体維持におけるアドバンテージを独得している.これ

は,メスがそのオスに近比していない時に比べて近接し

ている時に,より優位な個体としてふるまうことができ

ることを意味している｡従ってこれは, .近接の効果.

と名付けられる｡3)オスとそれに特異的に近接してい

るメスとの問にはさまざまの程皮で親密さが認められる

が,それは ◆近接の安走性.の漸屑的差異として区別さ

れる｡

そして次のような,ニホンザルの祉会の一般的特性に

ついての討論が可能になる｡1)劣位な個休が優位な個

体に近はしようとする活動が一般的に存在する.これは

.フォロワーシップ､と名付けられる.2)この活動は

.近はの効凪 を先取りしている.3)●近接の安定性.

は ●近はの効凪 を顕在化させる｡このことはJIF粒 形成

の過程を理解する手がかりとなる｡

香春岳 におけるニホンザル野生群の生態学的

研究

Q 池 田 啓 (九大 ･理)

江口 和洋 (同 上)

香春抗では1974年以来,個体数の変臥 遊動域の変化

を中心に捕払後の追跡調査を継続している｡1975年は4

月と9月に各10口関の調査をおこなった｡

1) 個件数

4月の調査ではカウントをすることができなかった

が,9月27日に群れが市道を15:24-16:00にかけて波

り,A含4,YA含1,A♀10,4才3,3才2,2才

3,1才3,Baby8,分計33所が数えられた.9月28口

に同じ場所で9:45-10:50にかけて,A合2,YA舌

2,A♀8,4才0,3才2,2才2,1才2,Baby7,

合計26のカウントができた｡前年からひきつづき出生率

が高く個体数は増加傾向にあるものと思われる｡

2) 遊動

4月,9月とも群れはある地域に数口にわたり糾は る傾

向を示した｡4月には12日から23日にかけ,杏本伝の四

仙 こ位E.Tiする五徳地区の竹林,9月には24口から29日に

かけムクを中心に採会して香春岳の二の広末斜面にある

神官院一端tをLtY･れは遊動していた｡1口当りの遊動距舵

は4月で戯短 0.53km,成長 0.87km,調査糊rLU中の平

均 0.71kmであり,9月で 0.15-0.82km,平均 0.44

km であった.捕牡の同じ月における遊動距離は1973年
4月12-23日で 0.68-2.30km,平均 1.53km,1972年

9月27-30日で 0.82-2.13km,平均 1.59km であっ

た｡4月,9月とも1日当りの遊動距離が捕従前のもの

と比べかなり短くなっている｡このことはa)群れが一

定地域に数日にわたり定石しているなど遊動パターンが

これまでとちがってきている｡b)植生には捕独前と後

で大きな変化がないにもかかわらず遊動城の広がりが狭

くなっていることによるものと思われる｡

下北半島におけるニホンザルの生息環境 とし

ての森林の植生構造 と森林施業

荻野 和彦 (京大 ･戯)

下北半島のブナ･ヒパ林がニホンザルの生息環暁とし

て,どのような植生構造をもち,そこでなされる森林地

文がどのような影響を与えるのかをあさらかにするた

め.前年にひきつぎき調査をおこなった｡

調査地域は下北郡大畑町,大間町,佐井村 にまたが

る｡前年度に設定した6コの永久調査プロットにつけ加

え,あらたに2コのプロットを設けた｡合計8コのプロ

ットはブナ択伐,漸伐施米区,ヒバ択伐施業区および鰯

施米区から選びだされたもので,プロット内の仝立木の
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